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179 南アジアの民族運動

インドにおける民族運動
１）第一次世界大戦中、イギリスのインド相モンタギューは、大戦終了後にインドの自治を斬新的に与えると約束して協力さ

せた。インドは100万の兵員を出し、多額の戦費を負担したたが約束は守られなかった。

1919年、【1: 】※1 が制定された。「州レベルでの自治権を認める」と称されたが、州の所管事項の一部をイ

ンド人に移管した程度で、重要な権限はイギリスが保持し続けたため、「戦後自治の約束」からはほど遠い内容だったため

激しい反対運動が起きた。同時期に、自治の代わりに与えられたものは【2: 】だった。

【2】とは、令状無しの逮捕・裁判ぬきの投獄を行う権限を総督に与え、反英・独立運動の高揚に備える用意周到な弾圧

立法である。「アメとムチ政策」であり、【1】がアメ（但し甘くない）、【2】がムチにあたる。

パンジャーブ地方のアムリットサールで、【2】に反対する集会に軍が発砲、死者1000名以上を出した。これが、悪名高い

【3: 】であり、インド民衆の激しい反発を生んだ。 図３参照。

※1 歴代のインド統治法は次の通りである。①1858年のインド統治法：インドの直接統治開始以降 ②1909年の

モーリー=ミントー改革（インド統治法に数えることもある）：ベンガル分割令反対運動の盛り上がりに対抗、国

民会議派の孤立化をはかる。③1919年のインド統治法：前掲 ④1935年の新インド統治法：後掲

２）南アフリカから帰国した【4: 】※2 1869-1948 が指導するインド国民会議派は、ヒンドゥー教の思想に立って

【5: 】（＝「サティヤーグラハ運動」1919-22年）を展開、全インド=ムスリム連盟とともに

次のような抵抗運動に民衆を動員した。これは第一次の【5】で、第二次は1930-34年。

サティヤーグラハはガンディーの造語。サティヤーは「真理」、グラハは「把握」で直訳は「真理の把握」だが彼はこの

言葉に「非暴力抵抗」の意味を与えた。具体的には、①行政機関への非協力、地税不払い。②イギリス商品排斥、スワデ

ーシー（国産品奨励）。③立法機関・公立学校・法廷に対するボイコット。

1922年、イギリス側との衝突が頻発し、農民による警察官殺害事件が発生したため、カンディーは運動の中止を指示し、

独立運動は混乱した。

【6: 】に結集するムスリムがこの運動に加わったことも重要である。しかし、彼らは、第一

次世界大戦前後には、ムスリムとヒンドゥー教徒を二つに分ける「二民族論」に傾いた。また双方とも、自分たちの文化

・宗教を至上と考えるコミュナリズムに陥り結束は難しくなった。

※2 マハトマ・ガンディーという名の「マハートマー」とは「偉大なる魂」という意味で、インドの詩聖タゴールから贈られたと

されているガンディーの尊称である。18歳でロンドンに留学、法廷弁護士となるために勉強する。卒業後、1893年にはイギリ

ス領南アフリカ連邦（現在の南アフリカ共和国）で弁護士として開業した。しかし、白人優位の人種差別政策下で、鉄道の一

等車への乗車を拒否され荷物もろとも放り出されるなどの強烈な人種差別を体験したことで、イギリス領南アフリカ連邦の人

種差別政策に反対し、インド系移民の法的権利を擁護する活動に従事するようになる。20世紀初頭には、インド系移民の差別

に対する権利回復運動を行った。1908年初めて逮捕され、その後1913年にトランスバールの行進を企画し初めて投獄された。

しかし、不正を追及し撤廃させ初めて勝利を手にした。

帰国後はインドのイギリスからの独立運動を指揮した。その形は民衆暴動の形をとるものではなく、「非暴力、不服従」（「無抵

抗主義」ではない）を提唱した。この思想はインドを独立させ、イギリス帝国をイギリス連邦へと転換させただけでなく、政

治思想として植民地解放運動や人権運動の領域において平和主義的手法として世界中に大きな影響を与えた。特にガンディー

に倣ったと表明している指導者にマーティン=ルーサー=キング=ジュニア、ダライ=ラマ14世等がいる。

３）1920年代、西洋式教育を受け近代国家としての独立を目指す急進派が国民党の主導権を握りつつあった。

ガンディーの《鉄道、法律や医学、工業のような近代文明こそがインドをしばり、貧しくしている》という発言は多くの

人々の共鳴を得たが、激しい反対論もあった。また、「不可触民」（ダリット）の解放をめぐってカースト制ばかりかヒン

ドゥー教自体を否定する【7: 】1891-1956 もガンディーを批判した。

４）1925年には労働者農民党（インド共産党）も結成された。国民会議派とは協力関係にあった。

５）1927年、新インド統治法を制定するための憲政改革調査委員会（サイモン委員会）にインド人が含まれていなかったこと

から、民族運動は再び激化した。

６）国民会議派内では近代国家としての独立を目指す急進派が台頭。指導者は【8: 】1889-1964 ※3

1929年 国民会議派はラホール大会で【9: 】（プールナ=スワラージ）の方針を決定。

1930年 ガンディー、第二次の非暴力・不服従の抵抗運動（～34）を展開した。

ガンディーは、【10: 】の専売法に反対して1930年アフマダーバードからダンディの海

岸まで80人で360kmを29日間で行進し塩を作る作業を行った。これを「【11: 】」

と言う。まるで巡礼のような行進は熱狂的に支持され、反英運動はさらに高まった。図１

を参照せよ。

※3 ガンディーとネルーは意見が対立したが終生親密な人間関係にあった。政治的理由で
養子となってガンディー姓を受け継いだフェローズ=ガンディーと結婚したネルーの娘が有
名なインディラ=ガンディーである。父ネルーの死後、支援者に押されて無理矢理政界に出
されると才能を発揮、1966年に第３代首相に就任。インディラが暗殺された後、息子のラ
ジブ=ガンディーも首相になったがやはり暗殺された。

《蛇足》戦時下の猛獣処分で象のいなかった上野動物園に1949年、ネルー首相から贈られた穏
やかな性格の雌の象は娘の名をとって「インディラ」と命名された。1983年まで生存し、著者
も会ったことがある。現在上野の科学博物館に骨格標本として展示されている。童謡の名曲「ぞ
うさん」はインディラのお披露目時に作られたと言われている。参考絵本『ぞうれっしゃがや
ってきた』。

６）これらの攻勢の前に、イギリスは懐柔策に出た。

1930-32年 ロンドンで【12: 】を開いたが無駄だった。1932年に運動は再開された。
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1935年 【13: 】制定（1919年のインド統治法を改定）

連邦制と各州ごとの自治を認めたが、インド総督と州知事の任免権はイギリスにあり、これも完全独立にはほ

ど遠いものだった！

1937年、この統治法に基づいて州選挙が行われ、多くの州で国民会議派が政権を獲得した。ムスリムが多数を占める州で

はムスリムの地域政党が政権を獲得した。イギリスのインド支配は、インド人知識層に依拠するようになり、軍人や役人

にインド人が登用されるようになったが、その多くはヒンドゥー系であり、除外されたムスリムの不満は高まった。

７）【14: 】1876-1948 が指導する全インド＝ムスリム連盟は、1937年の州選挙以降国民会議派との対決姿勢を強め、

1940年のラホール大会以降は、ムスリムが多数を占める州だけで【15: 】 ※4 として独立することを決議し、

対立は決定的となった。図２参照。

※4 パキスタンとは、ムスリムが多数を占める五大地域であるパンジャーブのP、北西辺境州に住むアフガン人のA、

カシミールのK、シンドのS、バローチスターンのTANを表す。パキスタンの名は、英領インドの独立運動の中でジン

ナーらが提唱したムスリム多数地域の分離独立要求において、将来樹立されるべき国

家の名として既に採用され、1947年の独立とともに正式な国名となった。

８）第二次世界大戦が勃発すると、国民会議派はインド国民に一言の相談もなく参戦させたイギ

リス政府への激しい怒りを表明。イギリスは、戦後のインド側各宗派、政党、藩王国との憲

法制定に関する協議を行うと回答した。1940年３月、国民会議派はガンディーの非暴力の精

神にもとづいて戦争反対を唱え、サティヤーグラハ運動の開始を宣言した。それに対してム

スリム連盟側は同年、ジンナーは「二民族論」を掲げ、インドとは別個のムスリム国家の建

設を目指すことを明確にした。ネルーはジンナーと会見して民族の団結と協力を訴えたが、

ジンナーは拒否した。イギリスは国民会議派の反戦活動を取り締まり、逮捕して投獄した。

1941年12月、日本が太平洋戦争を開始し、42年３月にはビルマに侵攻し、ラングーンを占領

してインドに迫った。アメリカのF.ローズヴェルト大統領はインドを対日戦に協力させるために、イギリスに対してイン

ドの独立承認を強く迫った。イギリスのチャーチル首相の対応は煮え切らないもので、当然にも国民会議派などのあらゆ

る諸政党に拒否された。ガンディーの提案で1942年８月８日「インドを立ち去れ（クィット=インディア）」運動が開始さ

れた。イギリスは翌日、ガンディー、ネルー、アーザード（ムスリム）など指導部を逮捕するとインド全土で抗議活動が

展開され、反英・反戦暴動が起こった。一方、ガンディーの非暴力主義を批判して国民会議から離れた左派指導者チャン

ドラ=ボースは日本軍に協力してイギリスからの独立を実力で勝ち取ろうと考え、「インド国民軍」を編成し、日本軍のイ

ンパール作戦に参加した。しかし、日本軍が敗れたため、ボースはインド脱出を図り、途中台湾で事故死した。このよう

にインドは騒乱の中で第２次世界大戦の終結を迎えた。

第二次世界大戦後のインド 教科書の伝統的記述順序を無視して通史記述を続行する。

１）1947年、イギリスは、ともに連邦内の自治領として、インド連邦と【16: 】が分離・独立すること

を承認した。【17: 】（労働党）は、セイロン、ビルマの独立も承認している。住民の大半がイスラーム

系、藩王がヒンドゥー系というインド西北部のカシミールについては、インド・パキスタンの間で1947年10月以降、武力

行使を含む紛争が続いている。

２）1948年１月30日、【18: 】暗殺される（犯人は狂信的なヒンドゥー教徒）。同年２月 セイロンが、連邦内のイ

ギリス自治領として独立（1972年、スリランカと改称）。カシミールの帰属をめぐって第一次インド=パキスタン戦争に突

入。（紛争は1947年から）

３）1950年1月、インド共和国成立。王冠への忠誠を否定し共和国となった。カーストによる差別禁止条項を含む憲法が発布

された。この憲法の起草委員長となった政治家はアンベードカル1893-1957 である。彼は1956年、仏教に改宗した。

４）1956年、パキスタンは「パキスタン=イスラーム共和国」と改称。1958年10月、軍事クーデタで再びパキスタンに戻る。カ

シミールの帰属をめぐってインドとの紛争絶えず、次第に中国に接近した。

５）1971年、東パキスタンがバングラデシュとして独立した。図２参照。

６）1972年、セイロンは世界初の女性首相【19: 】の下で「スリランカ共和国」と改称（島名は今もセイロ

ン島）。国民の７割が仏教徒。1984年、コロンボからその南東に位置するスリ・ジャヤワルダナプラ・コッテへ首都を変更

したが行政庁舎は旧首都にある。シンハラ人（仏教徒）とタミル人（ヒンドゥー教徒）の対立は次第に激しくなり、1987

年～2009年の間は事実上の内戦状態だったが、現在は終結した。図３参照。

７）国民会議派は、1947年独立を達成してからは、インドの最大政党として長期政権を

続け、70～80年代にはインディラ、ラジブのガンディー母子が政権を担当したが、

次第に国民の支持を失い、90年代には主導権を失った。

８）1996年の総選挙でインド人民党が勢力を伸ばし、1998年から2004年までアタル・ビ

ハーリー・ヴァージペーイー（バジパイ）を首相にインド人民党を中軸とする国民

民主同盟（NDA）連立政権が成立。2004年に政権を奪還されたが、2014年からは人民

党を与党とするナレンドラ・モディ政権に移行した。


